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追悼 田中富士夫先生

i差別会での川中771士犬先IJ:(2001 年3月)

追悼

札幌学院大学 固形修 一

本学会名誉会員の田中富士夫先生は， 2006年 10月21日午後 7時 24分，肺炎のため亡くなられました。

享年 76歳でした。

以前より体調をWiされ， 2年程iTiiから筋萎縮性1!il1索硬化症のため ζ自宅で療養されてお られました。心理|臨

床家の資格問題をめくって，大きな動きのある昨今の心思学界にあって，今のよう なときにこそ，先生の仔在

が必要なのだと思っており ましたので，大きな支えを失ったというほかありません。

先生は，1930年 9月8日北見1'11にお生まれになりました。第四高等学校に入学さ れますが，戦後の学制改

革にともない 1949年に l年で修了され， 1953年に金沢大学法文学部哲学科心f.hll学専攻を ζ卒業になりまし

た。その後，石川県事務吏員，法務技官を経て， 1955年 10月より金沢大学法文学部(後に文学部)に 35年

間在職され，1990年より中京大学文学部心血学科(後に心胆学剖i)に 11年間， 2001年より金城大学社会福

祉学部で 3年間と 49年の問教鞭をと られてこ られま した。

大学人としての姿勢，学問への姿勢，学生に対する態度に，在、は実に多くのことを学ばせていただきま した

が，今でも思い出すことがあります。 謝恩会の折に学窓を巣立つ学徒にむけて銭のことばの中で，I君たちがこ

れか ら社会に出ていけば，これまでと違って白を黒，黒を白 と言わなく てはいけないようなこともあるだろ

う，そんな時に迷ったら大学に尋ねできなさし、。 I~I は臼 ， 票!:は黒とは っきり と言っ てあげるから ， ・ ・・ 」 と 言 わ

れたことがあります。これは，先生の大学人としての，真理の追求を目指す学者と しての姿勢の一端を示して

いると思L、ます 。

学会へのご貢献について述べますと，本学会では， 1982年から会長の任にあたられ，その後，運営委員(現

盟事)，常任運営委員(現常任理事)を歴任されておられます。学会等での活動は，先生の ζ研究の幅広さを反

映して，本学会だけににとと まらす I幅広く 多憾で実に多くの学会運営へ積極的に参画されてお られます。ロ ー

ルシャ yハ研究誌の編集委員，行動療法学会編集委員，日本心理臨床学会倫盟委員長，日本電話相談学会理事

長，日本|臨床心埋士資格認定協会評議員，日本ロールシャツハ学会Hl!事，MMPI新日本版研究会代表等々を歴
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任されてこられました。年次大会の開催について主なものだけを挙げましでも， 1983年日本応用心理学会第

50回大会， 1985年には日本行動療法学会第 11回大会， 1995年の日本性格心理学会第4回大会 (現日本パー

ソナリティ心盟学会)，1996年の第 22回コミュニティ心t虫学シンポジウム(現日本コミュニティ心理学会)， 

1998年の日本電話1、m炎学会第 11回大会など実に多くの学会開催にあたっておられます。 学外でのお仕事も
多く，金沢の ζ自宅と，東京での会議，名古屋とご多忙な生活でした。

先生の目指された臨床心理学は，サイエンティフィ yク・プロフェ y ゾヨナルな指向性を もったものである

と言えると思います。金沢大学の臨床心理相談室の紀要 「臨床心理学の諸領域」を 1982年に創刊されておら

れますが，巻頭言に以下のような記述があります。先生の目指された臨床心理学の方向性が示唆される文章で

あると思い引用しました。

…筆者が大学を卒業して訳も判らぬま、に心理臨床業務に携わらずを得なかった50年代に比べて， 昨

今の臨床心理学は著しい変貌を遂げたというより，ある意味では混沌とした捉え難い状態にあるかに見え

る。行動論的アプロ ーチや第三勢力の台頭がもたらした理論モデルの多様化だけでなく，コミュニティ心

理学のように伝統的な心f.IT!臨床家のイメ ジとはおよそかけ離れた業務に携わるサイコロジストが要請

されているのが現状である。これが本誌を「臨床心理学の諸領場」と名付けた一つの理由でもあるが，も

う一方では，臨床心理学というからには，異常行動の基礎研究，査定法や介入法のリサーチ，技術研究，

それに事例研究といった多様な方向を目指したいという気持ちのあらわれでもある。

先生のご研究のテーマについて述べますと，心迎査定，ロールシャ yハ ・テス トに関する研究， MMPlに関

する研究，食行動の異常，電話相談による地域援助などi幅広い ものであります。

先生のライフワ ークでもありました MMPI研究は，金沢での MMPI研究会を基にして，仁|コ京大学へ移られ

てからは MMPl新日本版研究会を組織して， 1993年には MMPI新日本版の標準化研究も行っておられます。

1995年には IMMPI研究・臨床情報交換誌」を創刊し研究会代表 ・編集委員長として研究会を指導してこ

られました。(2004年からは，木場清子代表，武山雅志事務局長という体制に引き継がれ今日に至っておりま

す。)

学部時代に思師の片口安史教授から，I金沢の田中さんを納得させる論文を書くのが夢だ」 といわれたのを

今でも覚えております。私がはじめてお目にかかったのは，大学院に進んでからでしたから， 30年ほどこ指導

いただいたことになります。愛煙家で，コー ヒーと缶ピースがセ y 卜のゼミは，禁煙運動の盛んな現在では懐

かしい想い出です 。学会会場で先生を見失っても，建物の外にあるl喫煙コ ーナーに行けば，そこには必ずと

言っていいほど他の研究者と懇談される先生を発見することがで、きました。今でも禁煙できない私は，喫煙

コーナ ーに行けは先生のお元気なお姿にお目にかかれるような気がして足が向いてしまいます。

まだまだ ζ指導いただくことが多く ，大きな支えを失ったというのが実感でございます。

10月24日のご葬儀では，四高以来の友である多田治夫先生(金沢工業大学心理科学研究科科長)の弔辞と，

最後は四高南寮寮歌 「北の都に秋たけて」に送られての旅立ちでした。

今後は，先生からいただいた多くのものを，次の世代へどのよ うに継承していくのか，自らの教育 ・研究を

通して取り組んでいかねばならないと思います。

先生のご冥福を心からお祈りいたします。
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